
ノマディック概念
学問分野、専門職、文化の境界を越えて概念を理解するための 
ヒューリスティック（発見的）ツール

ノマディック（遊牧型）概念とは？

ノマディック（遊牧型）概念は「旅する概念（travelling concepts）」とも呼ばれ、 その呼び方

のほうが知られているかもしれません。アイデンティティ、 空間、 感情といった概念のさまざ

まな理解と用法について、 話し合い、 対比させることで学問分野、 専門職、 文化の境界を

越えてコミュニケーションを図るためのヒューリスティック（発見的）ツールであり、 分析的な

実践でもあります。そのため、 翻訳ツールとも呼べるでしょう。

最初に提唱したのはベルギーの科学哲学者、イザベル・スタンジェールで、スタンジェール

は自分が編集した選集『D’une science à l’autre: des concepts nomades』（1987年）にお

いて、「ハード」科学と「ソフト」科学の間を、またそれぞれの領域内を行ったり来たりする

概念の目的を、 討論のきっかけとなり、 発明を促進することだとしています。 その後、オラ

ンダのナラトロジスト（物語論研究者）、ミーク・バルが著書『Travelling Concepts in the 

Humanities: A Rough Guide』（2002年）で、 人文科学で概念を扱うと徹底的に学際的で

間主観的（客観的）なアプローチが可能になると述べ、 実証しました。

なぜ使うべきか？

ノマディック概念ツールは、 研究者の専門分野の視点と理論化の可能性と限界について批判

的な意識を育てます。それは研究者の概念的フレームワークを研ぎ澄まし、専門分野でも学

際的分野でも厳密さと質を両立させます。このような概念は、 流動的な「ミニ理論」や意味

論単位と理解され、 専門分野を越えて、また非学術的な知識生産を巻き込んで新しい問い

やプロジェクトの交換、 相互学習、 共同開発を促進します。  

フランスの哲学者、ジル・ドゥルーズと精神分析家、フェリックス・ガタリが提唱したように

（1991年）、 固定された基盤をもたないが、さまざまな領域を移動し、 あちこちで多様な経

験的内容や問題と結びつくものという概念の理解に従えば、この方法論的実践は新しい概念

を共創するためのツールでもあります。 基本知識（異なる分野で概念が何を意味するか）を生

み出すだけではなく、 現象の新しい理解に至り、 新しい方法で力関係を編成するという意味

で、 真に学際的で超学際的でさえある変革的知識（異なる分野や文脈で概念が何をし、 何を

誘発するか）につながるのです。



いつ使うべきか？

個人的なものであれ（博士論文）、もっと大きなものであれ、学際的もしくは超学際的な出会

いやグループプロセスの始まりで、また研究プロジェクトの全過程で繰り返し使うことができ

ます。また、会議の中心テーマにもなります。たとえば、欧州文学・科学・芸術学会（European 

Society for Literature, Science and the Arts）の年次会議は、 通常、「共感」（Basel、 2017

年）、「人新世」（Katowice、 2020年）など、ある概念を中心として実施されています。

どのように実施するか？

次の説明は、 ベルン大学の人文・社会科学大学院（Graduate School of the Humanities 

and the Social Sciences）（https://bit.ly/2wCg7hx）での実践例に基づいています。

1）	 ファシリテーターは１つないし複数の概念を選択します。 選択する概念は、 共同プ
ロジェクトに関連があり、かつプロジェクトに集まっているさまざまな学問分野の研究
にとって概ね等しく重要な広義性をもつものにすべきです。 例を挙げると、 記憶、
アイデンティティ、 感情、ナラティブ、 パフォーマンス、 覇権、 志向性、 空間など。

2）	 参加者は概念ごとにワーキンググループをつくります。 各ワーキンググループは、 担
当する概念をテーマに背景知識のインプットを行い、その概念に基づいてワークショッ
プのとりまとめを担います。ワーキンググループは、 準備として、 テーマの概念を
理論的に扱うか、 その概念を具体的な文脈に適用する参考書を数冊読みます。 そ
のなかから、 入り口としてふさわしく、 全参加者に関係がある基本参考書を2～3冊
選びます。

3）	 専門家（基本参考書の著者など）は特に重要な書籍や見解の調査を含め、 概念の歴
史に関する背景知識を提供します（講義など）。 その専門家は、 選択された概念に
関連する自身の研究領域に焦点をあてることもできます。 ディスカッションのために
十分な時間を確保してください。

4)	 ワークショップで、 参加者は参考書についてより詳細に話し合って概念のさまざまな
理解と用法を挙げます。

5)	 ワーキンググループのメンバーが各自の研究、すなわち概念との関連で自分のプロ
ジェクトへの貢献について発表します（あるいは概念が自分の研究に関係しない理由、
異なるがおそらく類似した概念のほうが分析力をもつ理由を主張する）。

6)	 専門家とグループのメンバーは建設的なフィードバックを行い、より深く知るための
文献を提示します。

7)	 理想的には、ワーキンググループのメンバーがそのフィードバックをすぐに各自のプ
ロジェクトへ反映させ、 その後数週間／数カ月は選択した概念を中心に知識の統合
に集中します。

8)	 ワークショップ後もワーキングループが定期的に集まり、 学際的な「品質チェック」を
受けるために参加者が自分の進行中の研究を発表し合うことを推奨します。



考え方の相違をどう埋めるのか？

概念そのものが橋渡しになります。 概念は各思考集団内で特定の意味と用法をもちます。

各参加者がほかの学問分野、専門職、文化の集団から得た知識を自分の分野に持ち帰ると、

その知識が問題認識と問題分析の方法に変化をもたらすことがあります。

アウトプット・アウトカム*は何か？

問題のフレーミングと問題に関するより複雑な知識生産のための概念の幅が広がります。

誰がどんな役割を担うのか？

この方法では、 相手から学び、 共に学ぶ「対称学習」（階層をまたぐ相互学習, Lepenies, 

（2010））、を推奨します。 参加者はそれぞれ自分の分野では専門家であり、 専門分野の知

識をテーブルに持ち寄り、自ら「見知らぬ」知識の統合も行います。

何を準備すべきか？

ファシリテーターは、（1）参加者にとって概ね等しく重要な１つ以上の概念を指定する、 

（2）ワーキンググループのタスクを調整する、（3）プレゼンテーションとワークショップのため

の部屋を用意する必要があります。 参加者は提案された参考書を読み、自分の研究に関連

して選択した概念についてプレゼンテーションを準備する必要があります。

やらないほうがいい場合

このツールはもともと多様な研究者が集まったグループのために設計されたものです。 人文

社会科学の研究者は抽象的な概念を熟考することに慣れていますが、 社会のステークホル

ダーはあまり慣れていないと思われます。

【訳注】

*「アウトプット」：短期的に得られる、 活動の結果。「アウトカム」：中期的に得られる、 活動の成果。 　　　　
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